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第 28回地球環境市民講座（予定） 

今年２月には南極で 20℃を超える気温が観測され、オーストラリアでは干ばつと高温が影響し大規模

な森林火災が起こるなど、異常気象が頻繁に発生し、人類の生活に大きな影響をあたえています。今や気

候変動ではなく「気候危機」とも言うべき事態が進行しています。 

このままでは早ければ 2030年には、平均気温が産業革命前から 1.5℃上昇すると予測されており、2030

年までの 10 年間の温室効果ガスの削減の取り組みが決定的に重要だと指摘されています。「気候危機」

はもう「待ったなし」の状態です。 

第 28 回地球環境市民講座では、日本や世界で起こっている「気候危機」の状況を知るとともに、グレ

タさんを始めとする若者たちの活動について知り、考える講座にしたいと思い準備を進めています。 

具体的な内容が決まれば、またお知らせさせていただきます。 

現在の日程と会場の予定は以下のとおりです。 

 

 第１回 ６月 13 日 （土）13:30～16:30 ドーンセンター 大会議室１（４階） 

 第２回 ７月 4 日 （土）13:30～16:30 ドーンセンター 大会議室３（４階） 

 第３回 ７月 18 日 （土）13:30～16:30 ドーンセンター 大会議室１（４階） 

 第４回  未定 

 

 

 

自然エネルギー連続講座 

自然エネルギー市民の会が協賛している 2020 年度の「自然エネルギー連続講座」が５月から開催さ

れます。 

第１回は５月 27 日（水）「世界の自然エネルギー普及の到達点と日本の現状と課題」をテーマに自

然エネルギー市民の会代表の和田武(和歌山大学客員教授)が講演します。 

この連続講座は今年で４年目となり、講義が４回、現地視察・見学会が２回となっています。 

継続は力! 百聞は一見に如かず、ぜひご参加ください。 

 

（詳細は同封のチラシをご覧ください。） 

ＰＡＲＥからのお知らせ 

 


